




건국기 한국의 교과서 연구－국어과 교과서・전시교재를 중심으로－
A Study on Korean Language and Wartime ('Jeonsi') Textbooks in




















































































時　　期 開発主体 発 行 権 学　制 種　　類
米 軍 政 期
朝鮮語学会 軍政庁文教部 中等６年 教 本 ３
文 教 部 文 教 部 中等６年 中 等 国 語 ３
政 府 樹 立 期 文 教 部 文 教 部 中等６年 中 等 国 語 ６
朝 鮮 戦 争 期 文 教 部 文 教 部
中等３年
中 等 国 語 ３
学年－学期別６
高等３年
高 等 国 語 ３
学年－学期別６
朝鮮戦争・戦後期 文 教 部 文 教 部
中等３年
中 学 国 語 ３
学年－学期別６
高等３年 高 等 国 語 ３









































































読む 話す 書く 作文 文法 文学（史） 合計
中等国語教本
上・中・下 課　別 160 84 17 101 64 0 1 5 4 86 160
中等国語
１～３ 課　別 145 80 18 98 62 0 0 13 7 63 145
中等国語
①～⑥ 課　別 233 134 31 165 96 0 0 2 22 113 233
中等国語
１～３ 課　別 110 89 14 103 41 0 0 9 4 56 110
中学国語





























































































































































































































様式 日記 作文 手紙 紀行文 感想文 随筆 追悼文
上 1 1 2 1 5 12 1
中 0 0 2 5 1 8 1
下 0 0 0 1 0 2 0
合計 1 1 4 7 6 22 2
様式 詩歌 時調 小説 説明文 論説文 伝記文 伝説
上 7 3 0 4 12 2 2
中 5 2 0 7 7 1 1
下 4 2 1 6 11 1 0











































『中等国語教本』上・中・下 41 11 11 11





















































































































































































１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
国　語 245 245 245 245 245 245
社　会 140 140 175 175 210 210
理　科 ― ― ― 140 140 140
算　数 140 140 175 175 175 175
保　健 35 35 35 35 35 35
音　楽 35 35 35 35 35 35





家　事 ― ― ― ― 70 70




























　The United Nations Korea Reconstruction Agency donated to the Ministry of 
Education of the Republic of Korea, 1540 tons of paper to print text books for 
primary and secondary schools in Korea for 1952. The paper of this book is printed 
out of that donation. Let us be thankful for this assistance, and determine to prepare 
ourselves better for the rehabilitation of Korea. L. George Paik　Minister of Education　
Republic of Korea
　국제 연합 한국 재건 위원단(운끄라)은 한국의 교육을 위하여 4285 년도의 국정 교










는 이 고마운 원조에 감사하는 마음으로, 한층 더 공부를 열심히 하여, 한국을 재건하

















区　　分 １　集 ２　集 ３　集 印 刷 所 初版発行
初　等
学校用
戦時生活１ 飛行機 タンク 軍艦 合同図書株式会社 1951.3.25
戦時生活２ 戦う我が国 我々は必ず勝つ たくましい我が民族 合同図書株式会社 1951.3.25
戦時生活３ 我が国と国際連盟
国軍とUN軍はどの



















































































































































































種 数 部　 数 種 数 部　 数 種 数 部　 数
1951 50 13,191,727 12 363,465 62 13,555,192
1952 49 11,045,691 31 837,079 80 11,882,770
1953 54 15,353,595 18 357,500 72 15,711,095





















































































































































































































































































































学期・学年 Ⅰ学年 Ⅱ学年 Ⅲ学年
Ⅰ学期
1956年
３月31日
発行
Ⅰ　国語生活 Ⅰ　詩の世界 Ⅰ　演説・討論
Ⅱ　日記 Ⅱ　紀行文 Ⅱ　素材と表現
Ⅲ　見たまま感じたまま Ⅲ　電話と放送 Ⅲ　読書
Ⅳ　本が繋いでくれる橋 Ⅳ　映画とシナリオ Ⅳ　我が国の古典（Ⅰ）
Ⅴ　唄う心、詩 Ⅴ　伝記 Ⅴ　我が国の古典（Ⅱ）
Ⅵ　情のやり取り、手紙 Ⅵ　会議 Ⅵ　規約・法文
Ⅱ学期
1956年
９月30日
発行
Ⅶ　朗読と発表 Ⅶ　ハングル Ⅶ　演劇
Ⅷ　説明と論説 Ⅷ　効果的な文章表現 Ⅷ　実用文を書く
Ⅸ　楽しい会話 Ⅸ　読書生活の手引 Ⅸ　小説
Ⅹ　文集 Ⅹ　新聞と雑誌 Ⅹ　国語問題
出典：文教部『中学国語』１－１～３－２、大韓教科書株式会社、1956年。同様の教科書
が、1957年にも発行されている。
建国期韓国における教科書研究
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６　建国期以降における国語科教科書
6－1　文教部編著『中学国語』１～３（1956年以降）
　この『中学国語』は、1955年８月１日に、第１次教科課程が制定・公布され、これによ
り編纂されたもので、教育課程に基づきその目標と内容に依拠して発行された最初の国語
科教科書である。そして、初・中・高等を合わせて、初めて「教師用書」が開発された時
期の教科書である。各学年に１・２学期の教科書が作られる。
　１．1950年代前半にあった単元紹介文と解説が、この時期になってなくなる。
　２．各教材（小単元）に、「学習問題」が設けられる。
　３．「註」がある。「註」に関する理解と「註」を付ける学習までに発展させた。
　４．本文は編纂者により、添削などが行われ、原作者の名前は表記されていない。
【表18】は、第１次教科課程期における『中学国語』（1956年３月～1957年９月）の単元
である。
　前述したように、イ・ウンベクが指摘した「教科書が揃えるべき条件」である言語活動
と単元別編制は、1953年発行の『中学国語』から導入された。なお、既述した各教科書の
単元からもわかるように、読む領域のみならず様々な言語活動教育を重視することになっ
たのは、1956年発行の『中学国語』からである。
まとめ
　本稿では、建国期韓国における国語科教科書の特徴について検討した。解放直後、南朝
鮮は米軍政庁の管轄下に置かれ、様々な改革が行われた。とりわけ、教育再建は重要な課
題であったが、教科書開発や制作に関しては、朝鮮語学会に委託するようになる。米軍政
庁の依頼を受けた朝鮮語学会は、国語学者及び教育関係者で「教材編纂委員会」を構成し、
解放後初の中等国語科教科書である朝鮮語学会編著『中等国語教本』（上・中・下）など
の国語科教材を発行する。この『中等国語教本』は、1948年の建国前後に存在した左右対
立という混乱した状況の中で、左右作家のテキストがともに掲載された点から、前代未聞
の左右合作教科書として評価されている。
　他方、1948年の大韓民国樹立や1950年の朝鮮戦争勃発とともに、韓国の国語科教科書に
おける国家イデオロギー教育はますます強化されていく。新国家が誕生するとともに、国
語科も「教本」時代から『中等国語』、『中学国語』の時代を迎えることになり、形式編制
にはその変化が見られるようになった。しかしながら、テキストの内容編制においては、
戦時中のアメリカを中心とした「国際連合韓国再建委員団（UNKRA）」の支援の影響か
ら親米的な傾向が見られるテキストが増えた。また、朝鮮戦争期における『飛行機』、『軍
艦』、『我々は必ず勝つ』、『たくましい我が民族』、『我々も戦う』などの戦時教材からの当
時の戦時状況・実態がうかがえる。なお、初代大統領の李承晩や初代文教部長官の安浩相
が主張したファシズム的傾向を持つ政治理念である「一民主義」意識の下に置かれ、「人
民」が「国民」へとすりかえられるなど、本格的に「国民作り」のための教科書が次々と
－ 182 －
朴　　　貞　蘭
開発される。このように、韓国の建国期における国語科教科書は、国家の政治理念を教育
するイデオロギー装置の役割を果たしていくようになる。
〔付記〕
　本稿は、日本比較教育学会第50回全国大会（2014年７月13日、於・名古屋大学）にて、
「朝鮮戦争期における戦時教材研究―初等学校の『戦時生活』シリーズを中心に―」とい
うタイトルで個人発表したものであり、科学研究費・若手研究（Ｂ）「戦争と教科書―朝
鮮戦争期における『戦時教材』シリーズを中心に―」（課題番号：26780487、平成26～27
年度）の研究成果の一部である。
　なお、建国期における教育課程および教科書については、拙書『「国語」を再生産する
戦後空間－建国期韓国における国語科教科書研究』（三元社、2013年）の第２章・第３章
から多く引用した。
